
 
 
 
 
 今回の『みみだより』では、ろう学校

がっこう

在 学 中
ざいがくちゅう

に学んだり身につけたりしておくと、卒業

後の生活に役立つという態度
た い ど

や習 慣
しゅうかん

などについて、高等部の廣戸
ひ ろ と

先生と寄宿舎
きしゅくしゃ

の金子
か ね こ

先生

から原稿
げんこう

を寄
よ

せていただきました。 

 また、もうすぐ夏休みが始
はじ

まりますね。長い夏休みの間に聴 覚 障
ちょうかくしょう

がいに関係
かんけい

した本

で、「この本いいよ～。」とか「読んでおくといいよ～。」という本を校長先生と

川谷
かわたに

先生に紹 介
しょうかい

していただきました。学校
がっこう

の図書室
と し ょ し つ

に置
お

いてある本もあるそう

なので、幼児、児童の皆さんは、おうちの方と一緒
いっしょ

に、あるいは生徒の皆さん

は、この機会
き か い

に時間を作ってぜひ読んでみると良いのではないかと思います。 

 

 

 

聴覚障がいのある先生から 

《高等部 廣戸
ひ ろ と

先生》 

片手だけで会話ができるの？ 
 ろうあ者が片手だけで会話しているのを見たことのある聞こえる人から「片手だけで会

話できるの？」と時々聞かれる事があります。ろうあ者同士では、運転しながら片手だけ

の手話でもスムーズに会話ができます。電車が混
こ

んでいる時とか、傘
かさ

をさしながらでも片

手だけで会話が充 分
じゅうぶん

にできます。手話は殆
ほと

んど両手を使って表現しますので、片手だけで

も充分に会話ができるなんて考えられないことでしょう。 

手話は手だけでなく、表情を豊かにすれば会話ができるということです。「目は口ほどに

ものを言う」という 諺
ことわざ

がありますが、目の配
くば

り方とか頬
ほお

の動きなど、それらを含
ふく

めての

表情は非常に大切だということです。手話をいくら上手に表現しても、表情が乏
とぼ

しければ

伝わりにくいということもあります。手が動かせなくても眉
まゆ

、頬
ほお

、 唇
くちびる

などを使うと内容

を充分に伝えることが出来ます。顔の表情の中で大事な動作は頬
ほお

の動きです。昔の人たち

の手話は頬
ほお

の伸 縮
しんしゅく

や膨
ふく

らませ方に特徴があったそうです。 

日本語対応手話では口を動かすことが頬
ほお

の動きの 妨
さまた

げになるので表情での表現がしに

くくなります。手話は表情が命と言われるくらい非常に大切であるということを学んで欲

しいと思います。 

《寄宿舎指導員 金子
か ね こ

先生》 

「子ども時代の体験
たいけん

から学んだこと」 

み み だ よ り 
松江ろう学校 支援部 
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今 春
こんしゅん

から寄宿舎で舎生
しゃせい

の皆さんと一緒
いっしょ

に生活している寄宿舎指

導員の金子
か ね こ

です。私自身難 聴
なんちょう

で、これまでたくさんの方々に支
ささ

えら

れて来て、今こうして自分のしたかった仕事ができています。 

私が、小学校３・4 年頃
ごろ

の体験
たいけん

をお話したいと思います。学校で

の友達とのコミュニケーションで、「聞き間違
ま ち が

い」→「勘違
かんちが

い」をす

ることで、周囲
しゅうい

との関係がうまくいかず、私自身泣
な

いたり怒
おこ

ったり

する日が長く続きました。聞こえにくさからくる「聞き間違い」をしてしまうということ

もありますが、「人の話を最後まで聞いていない」こともトラブルの原因
げんいん

になっていたこと

が先生の話で分かりました。例えば、友達が自分の名前を言っただけで自分の悪口を言っ

ていると思ってしまったり、会話の後半で大切なことを言っているのを聞かずにいたりし

ていました。そんな経験
けいけん

をしながら『相手の顔を見て最後まで話を聞く』ことや『聞きと

れなかったことや分
わ

からなかったことは確認
かくにん

する。』ことの大切さを、身をもって感じたの

でした。今も人と話をする時に、心がけていることの一つです。 

相手の話をしっかり聞くことができるようになると、自分の知らないことを知り、新た

な発見があったり考え方や感じ方の違いを知ることができたりと視野
し や

も広がり、会話も楽

しくなると思います。 

「聞く力」と同じように、大切にしてほしいのが「伝える力」です。会話はキャッチボ

ールで、自分の気持ちや考えを表現することも大事なことだと思います。どんな本でもい

いので、ぜひ読書をしながら新しい言葉を知り、表現力をつけていってほしいです。 

「聞く力」と「伝える力」のこの２つのバランスをどうとっていくのか、人との関係の

中でそれぞれが学んでいってほしいと思います。 

 

 

 

幼稚
よ う ち

部・小学部向け《川谷
か わ た に

先生より》 

 手話
し ゅ わ

で話そうシリーズ  

手話は、手やからだをつかうことばだよ。ひょうじょうも、だいじだよ。 

さあ、しゅわしゅわ村で いっしょにやってみよう。 

           ＜しゅわしゅわ村シリーズ   くせ さなえ 絵・文＞ 

本の紹介 



 

【しゅわしゅわ村のどうぶつたち】は、動物
ど う ぶ つ

の手話が中心ですが、その動物たちの絵を見

ながら話を膨
ふ く

らませていける絵本です。細かなところまで描
え が

いてあってよーく見ると楽

しいですよ。 

【しゅわしゅわ村のおいしいものなーに】は、なぞなぞ形式
け い し き

で食べ物の手話が描いてあり

ます。「てにもってるもの なーんだ？あまくてつめたいとけるもの これなんだ？」

答えは・・・「ペローンペローン アイスクリーム あーとけるー」、見ながら楽しく手

話表現ができる絵本です。 

【しゅわしゅわ村のだじゃれ大会】「うしのうしろでうしししし もーすぐうしもーわら

いそう。なんでわらっているのかな？」という、牛がた

くさんでてくる言葉
こ と ば

遊
あ そ

びから始
は じ

まります。絵本を読み進

めていくと、もっともっと先
さ き

までだじゃれで続いてい

く、おかしな絵本です。 

ご家庭でお父さんやお母さんと一緒
い っ し ょ

に読んだり、手話を 

知らない人や今から手話を覚
お ぼ

えたいと思う人と人一緒 

に読んだりしながら手話
し ゅ わ

表現
ひょうげん

をしてみたりしても良い 

と思います!! 

 

 

中学部・高等部向け《校長先生より》 

【難聴児はどんなことで困るのか ～豊かな心とことばを育むために～】 

木島照夫他著 難聴児支援教材研究会  

７０P の薄
う す

い冊子
さ っ し

ですが、きこえないとどんなことでつまずき、折
お

れや

すいのか、またどんなふうにことばや心を育てていったらいいのかとい

った内容
な い よ う

で、中身は濃
こ

いのにとても読みやすくてわかりやすい本です。

保護者や教職員に聴覚障
ちょうかくしょう

がい教育の入門書
にゅうもんしょ

としてお勧
すす

めです。子

どもから自分の障がいについて訊
き

かれたらどうしたらよいかといった

「こころ編
へん

」もあります。また、きこえない本人にとっても「あるある！」

「自分だけではないんだ。」といった自己
じ こ

理解
り か い

のための手立てにもなる

と思います。なお著者
ち ょ し ゃ

は日本語文法指導などの指導で本校でもお世

話になっている木島
き じ ま

照夫
て る お

先生です。 

 

【四つの終止符】 

      西村京太郎著 文春文庫 



トラベルミステリーの第一人者として有名な作家の聴覚障
ちょうかくしょう

がい者の社

会問題を取り上げた推理
す い り

小説
しょうせつ

です。実際の「蛇の目
じ ゃ の め

寿司
ず し

事件
じ け ん

」をもと

に冤罪
えんざい

のろう者を取り上げ、偏見
へんけん

への批判
ひ は ん

を誠実
せいじつ

に貫
つらぬ

いていることに

共感
きょうかん

をもって読みました。５０年前のろう者の置かれた環境やろう学

校の状況
じょうきょう

が丁寧
ていねい

に描
えが

かれていることにも興味深
きょうみぶか

く引き込まれることと

思います。 

 

 

 

 

【デフ・ヴォイス 法廷の手話通訳士】       

丸山正樹著 文春文庫  

仕事と結婚に失敗した中年男・新井尚人。今の恋人にも半
なか

ば心を閉
と

ざしているが、やがて唯一
ゆいいつ

の技能を活かして手話
し ゅ わ

通訳士
つ う や く し

となる。ろう

者の法廷
ほうてい

通訳
つ う や く

を務
つ と

めていたら、若いボランティア女性が接近
せっきん

してき

た。現在と過去、二つの事件の謎が交錯
こ う さ く

を始め・・・。マイノリティー

（社会的少数者）の静かな叫
さ け

びが胸を打つ。とは文庫本の裏表紙の

あらすじより。仕事柄
し ご と が ら

どちらの世界にも属
ぞ く

せない手話通訳士の立場

から聴覚障がいの世界と心の葛藤
か っ と う

を描いた感動のミステリーです。 

 

 

 

【奇跡の人】              

原田マハ著 双葉文庫  

 私が最近はまっている小説家
し ょ う せ つ か

、原田マハさんの、題名
だいめい

どおり明治時

代の津軽
つ が る

を舞台
ぶ た い

にした日本版
に ほ ん ば ん

の「ヘレンケラーとサリバン先生」です。

目が見えない、耳がきこえない、口がきけない三重
さんじゅう

苦
く

の「れん
レ ン

」が

「去場安
サ リ バ ア ン

」に出会って一歩ずつ、いや一進一退
いっしんいったい

しながら人間らしく成

長していく感動的な内容です。大切なのは、信
し ん

じること、あきらめない

こと、尽
つ

くすこと。人間
に ん げ ん

愛
あ い

にあふれたマハさんらしい作品に仕上げられ、

読み応
ごた

えがあります。 

 


